
ぶりゅうがくせい

農学部留学生ニュースレターの
は っ こ う

発 行 に 寄 せ て

東Jし大学農学部長 佐 々木  康  之

このたび,質撃獣讐學笙の嘗さんのために,新しく,「鷺撃部轡撃笙ニュースレターJを実浮す
ることにな りました。 まことに喜ばしいことです。

本年は,農 学部にとっていろいろな点で うれ しいで きごとが続 きます。一つは,本 年が農学部創

笠5轟撃鴇こあたることです。50筆という歴史は念ひしも貿くありませんが,この簡に,わが賀學罰
は,東 北地方の荒廃 した農村の食糧生産を増大 させ るのに大いに貢献 して きました。農学部 の発展

は,東 北農業の復興 と歩みをともに して きた と言って も過言ではあ りません。更に,学 部 あるいは

実撃院を膠午した撃くの災材は,策1きばかりでなく,旨算で絲 鷺撃の実段に書専してきまし
た。もちろんその常には,多 数の優秀な留学生も含まれております。

暮難,集書素iにおける遁球窺積での査檀冦機の室i粟が計ばれています。琴機とも,環境を等りつ
つ,増え薦ける描銀災:iに芳艦なく簑損

`を
言諮し薦けることは,至難の業でありますが,このこと

を晟しとげるには,教告澪研究のレベルを嘗めて,賓道生あ 戦柵篤完に槌撃する災建の書賛を嵩
上与るメ界に造はありません。実撃においては,実撃院あ輩普聯背を推 与ることが懲曇になりま
す。賀発央寧農撃縮では,これまで以工に実撃院におけるソ讐聯訂を|ガイし,蹴背するために組織
霞論を学茂9鍋豊からギ券稿に調必する学楚です。ぃゎゅる実撃院讐煮7とです。これポイギとなる
とき,鴛撃聯発約務 讐器欄 雌 は,m笙 虐許苺年,生器 ,鑽差紺撃,=碁莉筆となりま
す。この鷲でも,栄筆は,瞥準補のだ上鶴選換鶴にあたります。
習學輔に在鶴する讐筆どの警さんは,それぞれの撃置雰審で射譜を蝶めるばかりでなく,

首課養糀 笑窃な鴇い手でもあります。進縫島毬器の筆=りはお宵ぃの画を説tてその由の大彎に接
し,お 互いの国の歴史や文化を語 り会うことから始まります。それが国際理解につながっていきま

す。できれば,専 門分野の研究を深めるだけでなく,日 本の文化に親しんでいただくと同時に,そ
くに  れ さ し  ぶ ん 力  たが     し   あ           リカ t  ヽ ふか          とりょく                 さいわ

れぞれの国の歴史や文化 を互いに知 り合い,そ して理解 を深めることに努力 していただ ければ幸い

です。
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策当

`臭

準集彗筆蔀はス擢尚釜,罰35dうぎ挙を担え,
自筒での誓覇はもLよりぽ算の質や実農筆都と

しての揺撻が期洛されております。撹程,栄撃

蔀は撃旨済ケ廠撃稜鵞紺実撃,タィ首ヵセサー

ト実撃讐撃蔀ぉょび冨準輔,ハンガリー首箇
会・餐常生糾実撃ぉょびスペィン旨ビゴ臭撃瑾

撃蔀とあ鵠=鵠 端 量を締稲してぉります。
また撃術には18カ旨46をもお岬 ら'撃ん
でおり,首秘霧粥率『覇がますます箪んになつて

おります。このような情勢
｀
の中でこのたび

賀準補においてもr当の首脳 編ニユースが

創刊されますことは大変大きな歓びであります。

瞥拳輔旨譲髪締婆費答でぽ挙信:護挿磋楚ずとの

交流 を始 め ,留 学生 のためのオ リエ ンテー シ ヨ

ンお よび懇談会 ,附 属施設 見学会 ,各 種奨学生

の継驚などを場年つてぉりますが,力外国ズ暫撃■

や研究者の集いで しば しば耳にするのは,学 内

や学部内の情報が充分理解で きないとのことで

あ ります。現在の ところ情1報の多 くは,た とえ

賀學綸には攪を5出拳給の管撃生卜を籍してぃ

ます。ここでは,■年秋以降,新しく習學警に

大撃しだ毬撃主を7界します。
し  こう~事

項
こくせき

1 国籍
ねんれい

年齢

留学生対象で も漢字 を含 む 日本語で行 われて い

るのが現状です 。 したがつて ,彗 単 生は 口伝 え

で 情 報 を集 め , また チ ュー ター や 指 導 教 官 に

新読 しぞ蒙 きなが ら不安 な研究生活 や ま` ど 箔

を送つております。今後この国際交流ニュース

を通じて,歩しでも穿首節 男署ゃ箸寧生
｀
の

ネ後 ξヽ凝 され,また=7で は貨準節の撃■や

義常貨ち嘗様が被らげ響寛芳や笙昭を避酵して

覇bれt騨1 でヽす。この歯豫交流ニユースのあ

り方についてはまだ充分煮詰めておりませんが;
寧器養堺稔竃浸とのプ澪,卵首笑T男 署ゃ
轡撃星あ7界|ぉ笠ぃの象 をヽや醤撃襟讃義の

結界:撃笛ゃ撃蔀の筆簡存撃やィベントの紹介|
祈努結謡ゃ事樵,草署の計努蔑業の解罰,
聯芳生曙ゃ猶∵ど揺にど立つ稽Tデ換など

多論 の新鴇ポ響寛られます。Li凝ど界のさら

なる飛躍のために鷺撃舗鼈 の警轟げ潜極爵
な寄稿 を期待 してお ります。

釜
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2 身分

3 研究テーマ

4 出身学校

5 入学年月

6 趣味 。特技

7 自己紹介

東 浩

中国 ・26才

農学部研究生

バ イオ リアク ター を用 いた大 豆蛋 自質 の

有効利用

延辺農学院

平成 8年 5月

音楽

一所懸命頑張 つて (人間的に)大 き くな り

た い と 思 い ます 。 そ れ が 私 を 愛 す る

人 々 ・お世話 にな つた人 々 に差 し上 げ る

最高 のおみや げ となれ ば ,こ れ ほ どす ば

らしい ことはあ りません。

レよう  かιヽ
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● 粥 採当冨霞 平成 7年 度 にお ける教 官等 の外 国 出張 ,海 外

研修等は延べ68人であ り,出 張先 はアメ リカ (19

名 )を 始 め ,イ ギ リス (8名 ),中 国 (7名 ),

ドイツ (6名 ),フ イ リピン,オ ランダ (各5名 ),

オース トリア (4名 ),フ ラ ンス ,イ タ リア ,タ

イ ,韓 国 (各 3名 ),イ ン ド,ス ペ イ ン,(各 2

名),ロ シア, トル コ,マ レー シア ,ア ルゼ ンチ

ン,イ ン ドネ シア ,オ ース トラ リア ,台 湾 ,ジ

ンバ ブエ ,マ ラ ウイ ,カ ナダ ,チ リ,ブ ラジル

(各 1名 )の 25カ国に及んで いる。

(なお,■時議れこっぃては1哄で獄力首に笈ぶ
場 合 が あ る。)

へいせい  ねんど
(平成 7年 度)

流̈
　
・

”流

証̈
０

ヽ
ねんと

8年 度)

韓国,済 州大学

H8 ぎ輪 穆プログラムの義駐綱 実
学側の都合で最終的にはキャンセル)

タイ国 カセサー ト大学

H7 神尾好是教授 ,理 学部 を共 同研究で訪

問

H8 三枝正彦教授 ,国 際学会で農学部 を表

敬訪 間

ハ ンガ リー国 ,園 芸 ・食品工科大学

H7 同大学ポイス教授が共 同研究で来校 し,

学部長 を表敬訪 間

H7 同大学 よ リア ツテ イラ ,オ ンボデ ィを

博士課程後期へ受入れ

スペイン国 ,ビ ゴ大学

H8 理学部 と学術交流協定 を締結

H8 安元  健教授 ,共 同研究 で 同大学 を訪

問

●蟹軸 における舞菌簿 撃笙
(学茂8筆4宵境荘)

平成 8年 度 の本学部 にお ける外 国人留学 生 は

18ケ国46人 (内女子 16名)で ある。 これ を国別 に

見 ると,ア ジア地域の留学生が34名 (全体の74%)

と大半 を占め、中で も中国 12名 (26%)、 韓 国 7

名 (150o)と 多 い。 この ほか の国 と留学生 数 は

次 の通 りで あ る。 イ ン ドネ シア 4名 ,マ レー シ

ア,ガ ーナ各 3名 ,台 湾 ,バ ング ラデ ィシュ,ベ

トナム ,プ ラジル各 2名 ,イ ラン,ア ルバ ニア ,

チ リ,ロ シア ,ハ ンガ リー ,パ キス タ ン,エ ジ

プ ト,タ イ,ウ ズベ キスタ ン各 1名 で ある。
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のう じょうけん がく   じっ し

農 場 見 学 の 実 施

農 学 部 で は 毎 年 ,留 学 rtを 対 象 に 附 属 施 設 の

見 学 旅 行 を実 施 して い ます 。 今 年 度 は ,川 渡 に

あ る附 属 農 場 の 見 学 を平 成 8年 10月 30Hに 行 い

ま した 。 ち ょ う ど紅 葉 の 季 節 で もあ り,農 場 近

くの 鳴 子峡 に も足 を 仲 ば し ま した 。 以 下 は 参加

者の感想 で す 。

史 清 文

今 日は忘 れ られ な い Hに な りま した 。 私 は農

学 部 の留 学 生 と先 生 と一 緒 に附 属 農 場 へ 見学 に

行 き ま した 。 最 初 に ,農 場 の二 枝 教 授 が 私 た ち

に農 場 の 概 況 を i6J介して くれ た あ とに ,私 た ち

を連 れ て い ろ い ろ な と こ ろ を参 観 し ま した。 そ

の お か げで 私 は農 場 の様 子が 良 くわか りま した。

正 午 ,私 た ち は ジ ンギ スカ ン と新 鮮 な 11乳で

lHj待され ま した 。 は じめ て 畳 に座 つて 日本 的 に

ご飯 を食べ ま した。

帰 りに T/、た ちは鳴子 峡 に も足 を伸 ば しま した。

紅 葉 して い る景 色 は 人 を うっ と りさせ る もので ,

私 は恋 恋 と して帰 る に忍 び な い と思 い ま した。

午 後 5時 頃 に農 学 部 に戻 り,無 事 見学 が 終 り

ま した 。 私 が 日本 に米 て か ら初 め て の旅 行 で し

た 。 卜1本の空 気 も緑 も とて も きれ いで す 。 こ う

い う見 学 旅 行 は 大 変 面 白い の で , また行 きた い
おち

と思い ます。

チヨウ イ ン シ ン

3長  ―  震

この度 ,農 学 部附属農場 を見学 させ て いただ

き,非 常 に楽 しくいろい ろ経験 出来 ました。 そ

ち らに参 る前 には、私 は農場 の様子 が具体的 に

想像で きな くて ,農 場 が小 さ くて ,た だの農村

か な あ と思 って お りま した。 しか し実 際 に は ,

東北大学 の940/0の面積 を 占め る広 人な 土地 の 1,

に作物 ,畑 ,そ して牧場 が果て しな く広 が つて

お りま した。 それ か らいろい ろ大型農業 ,畜 牧

機械 が令部備 え られ ,ま さに大型 の農牧 業セ ン

ターで あ りました。

オンボディ アティラ

最 初 に ,三 枝 先 生 が30分 間 く らい農 場 の こ と

につ い て 話 し ま した 。 そ れ か ら農 場 に行 って ,

は じめ に牛 を見 ま した 。 そ れ か ら 11壌の 模 式 断

面 の所 に 行 つて 川 渡 の ltを見 ま した 。 先 生 は そ

こで ,農 場 で の い ろ い ろ な試 験 につ い て 説 明 し

ま した。

12時か らお 昼 ご は ん を食 べ ま した 。 農 場 産 の

牛 乳 を飲 ん で ジ ンギ ス カ ン を 食 べ ま した 。 これ

(ま本 当 に お 0 しヽ くて , コ ンパ は とて も楽 しか っ

たで す 。

1時 に農 場 を 出て ,鳴 子峡 に行 き ま した 。 鳴

子 峡 で 1時 間 歩 き ま した 。 そ の 日は紅 葉 の 需 り

で 、す ご く され いで した 。 だ か ら皆 さん は た く

さん写真 を撮 って い ま した。

方ヽ 食 に ジ ンギ ス カ ンを食べ させ て いただ き,

おい しかつたです。

また ,農 場 の北 に位 慨す る鳴 子町 は豊 か な 自

然 の忠みの宝庫で あ るため ,紅 葉 は大変美 しい

もので あ りま した。私 の心 に深 い感動 を :′えて

くれ ま した。一度 ここに くら した い と思 ってお

ります。
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詳筆12宵18盲に響撃星芽リエンテーションを笛程しました:術蓉は琴牟獲で撃性を最樽し,篇歯され
るた儡 程D3のジエリアルニさんと,海外留学からZ宵に席由されたばかりのモ葦斃≧ (覇

物讐隋 )の将前謡績でした。ォリエンテーション終了後,指導教官,日珠笑チューターと=絡

に悪鶏答を簡稽しました。以十は得前謡資のプ当です。

「ありがとう』 本語で話 して くれ ました。今 まで も,も し読め

ない漢字があつた り,意 味が分か らない言葉が

あれば優 しく説明 して くれ ます。フレン ドリー

な人たちに恵 まれて うれ しく思います。留学生

は日本語 を話せ るようになるのは留学生 自身の

雰男もあるし,冒珠笑の警さんの協力
く
も懸曇だ

と考 えてい ます。

蹴あ箇どの菫署に簡しては日珠笑の撃笙と菱
わらない,櫂しい毎首です。その忙しさの中に
い ろいろな こ とも経験 して きました。 それ も良

ぃ思 い出にな りました。 5年 間 も研究 を して い

ろい ろな難 しさを感 じて ,悩 んだ りして ,自 分

は 自分 な りに大 き く成長 した と思 い ます 。最後

に,研究室の嘗さんと貿撃補の嘗さんあ覇男終

深く感謝します。ありがとうございました。

私は,1994年 度 日本学術振興会海外特別研究員

に採用 され ,1994年 10月 1日 か ら1996年4月 12日

まで の約 1年 6カ 月 間 ,ア メ リカ合 衆 国国立癌
けんきゅうしょ                                   りゅうがく

研究所  (National Cancer institute;NCI) |こ 留学

しました。 NCIは ,世 界 の研 究 あ写 心 的研究

機関で ある国立保健研究所 (National lnstitute of

Health,NIH)|こ 属 してお ります。 そ こで は, ノ

ーベル賞候補者をはじめ世界を リー ドす る著名

な研究者がひ じめ き合い, 日々激 しい研究バ ト

ルを繰 り広げてお りました。私は NCIの プラ

琴宵のう■に斃笙かど計がぁって,T苗契讐

学生オリエンテーションに講演を頼まれました。

紘Ъ讐撃競簡が集年の3宵までということもあ

り,結の慧い出作りにもしたいとΨ見てこの話

演を受け取りました。

私は日本に来てか ら5年 間にな りました。来

た時には日本語をあまり話せ ませんで した。 日

本語を話せないまま,こ の大学で勉強で きるか

どうかすご く不安で した。戯ち場合は樽riBI米

語クラスがないため,自 分で 日本語 を勉強 しな

ければな りません。 日本に来てか ら3ヶ 月 もた

ち,修 :臭署程に実 りました。 昌
1茉

語を等せない

まま,勉 ,強することが難 しいと思 うので , 日本

語クラスを通い始め ました。 しか し,日 中で実

験 と講義だけで時間が取 られたので ,日 本語の

勉強はで きませんで した。 どうすれば日本語の

勉強がで きるのかずいぶん考 えました。通つた

日本語クラスの先生か ら日本語を教 えて下 さる

ポランティアの先生を紹介 され,す ご く助か り

ました。それか ら毎週 2回 ,夕 方か ら日本語を

勉強す ることにな りました。あのポランティア

の先生のおかげで少 しずつ 日本語 を話せ るよう

になり,心 から感謝致 します。

日本で勉強 している留学生は,特 に院生の学

生は日本語をマスター した方が良いと思います。

私は大学にいる時にで きるだけなんで も日'本語

で話 したいと思い ました。 これ も日本語の練習

にもな ります。研究室の皆 さんは私 に優 しい日

ジユリアルニ

留学 して HAPPYに なれる !

- 5 -



ンチであるフレデリック癌耕爾競 (NCl

Frederick Cancer Research Development Center:

NCI FCRDC)(ダ ス テ ィ ン ・ホ フ マ ン主 演 映 置

「アウ トブレイクJの 舞台で もある米軍キャンプ

の竿にあるは稿 のヽ,雰撃覚産調都撃粉努縮詢

LMI)に 排隠 し,サ ィ トヵィ ン研究 の響鼻爾 権機

で あ る,」oost J Oppenheim博 士 お よびscott K

Durum博 士 の もとで , T細 胞 ホー ミング のサ イ

トカイン支配 に関す る研究 を行い ました。

フ レデ リックは ワシン トン DCよ り50Km程 北

に位書す るメ リー ラ ン ド堺「の斧 苗筈 で ,尼 族 な

国Nolの 名 を持つアメ リカか らは,想 像 もつかな

いくらい治安のよい替でした。だ悛施澪を担鴨
し,夜 中は出歩かないなどのルールを守 りさえ

すれば,快 適な生活を送れることを身を持つて

常駿しました。T鶏 こなると,端  (要,T2
災)4笑で,ヮシントンのモールに乱かけ,首
会議事堂やホフイトハウスを眺めながら,美術
指,撃将簿錫笛ゃイズ薦賜鯖などを懸り,槃し
い諄を通ごしました。簿錫笛は,4ぞ天場獄氣
であり,写真撮影可である上,フレデリックか
ら言脇 で1路簡鵠と箔ぃこともあつて,暮
週 の よ うに足 を運び ました。子供 たちは , ヮシ

ン トンモ ニ ュメン トに届 け とばか り,モ ー ル 内

の実きな基箇で肝iげをしたことを導プ慧い島
し,日 本の狭さをしみじみ感じているようです。

アメリカ糟答で,I」嘗計豪に機った彗は,聯
光Ъみならず,「『券の彗はど券で費をを轟つて

やるJというどえでした。っまり,不満があれ
ば主張するのはあたりまえで,書わないもの負
けとぃぅ訳です。電れま,場亨■落ち銚まって鍼
力月は,それになかなか馴染ませんでした。語
寧男ボ足も,(枡努のディスカッション竿にとぼけ
る等の良桑にはなつても,7ビ標駿の実恥,親
釜のア続き,ギ棋の寧寝簡裸,ぁるいはアパー

トにおける書稽の絲「えなどの電頃には,遊新業
で あ り,欲 求不満がつ の るばか りで した。半年

後 の ,生 |:に慣 れ始 めた ころにな る と,次 第 に

アメリカ的考

'労

を受け入れるようになり(こ

れが結構慣れると,書いたぃことを誉える雰囲
員なので,錫撃を紫観場できるようになる),≧

活 に余裕が持て るようにな りました。

私 は, もともと全ての行動 は,「いかな る時で

も家族一緒 Jを モ ッ トー として い ます ので ,で

きるだ け家族 がア メ リカ生活 をエ ンジ ョイで き

る よう努め ました。 夏 には,サ ンフラ ンシス コ

で の 国際学 会 を機 に ,ロ サ ンゼルス のハ リウ ッ

ドやデ ィズニーラン ド,ラ スベガスを通 って ,グ

ラ ン ドキ ャニオ ン,さ らに北上 して ,グ ラ ン ド

ティートン,イエローストーンを巡る1カ境簡
の実擬浮を喫澪しました。キポ赫をⅢんでの,ニ
ュー ヨー クや カナダナイアガ ラの滝 も格別 な も

ので した。冬 に行つたフロ リダデ ィズニー ヮール

ドは,子供たちにも感動がその余韻としてti3こ

残っていることで しょう。

私のアメリカ留学では,世界をリードする研
発]こおける対板を笑いに蔓け,琴握あ研 に対
する意欲が窮いたとぃぅ驚で,雪粉の百稀は建
成されたと思います。 しか しながら,そ れ以上

に,家族と共に書写し,夢7で林駿したァメリ
ヵ■l:が電気な

。
串Tと して機り,これからの

装等の災生の竿で譜い覚芳となる撃を犠指しみ
た彗が笑き暮¬r書だったと慧ぃます。

異国の亀で,債れない主箔の筆には,憶 す符
か が起 こ り (旦 appening), 驚 きゃ 感動 が あ り

しんしんとも  さす

はmazing), 心身共|こ傷つく (2ainfuiness)こと

もあるが,二度と味わえな0よ曇b(21easure)が

得つている。そして釜ては自分自身が積■にあ
る (■ourselF)とい うことを忘れて はい けな い。

そ うすれば,家 族共 々幸せ (HAPPY)に なれ る"

とい うこ とを学んだ よ うな気 が します 。私 の勝

手 な思 い込 みか も しれ ませ ん が ,私 の体 験 が ,

現 在留学 を されて 日本 にお られ る方 々 ,あ るい

は これか ら留学 を され よ うと して い る方 々の心

の支 えの生訪 になれ ば幸 いに思 い ます。二度 と

な い貴重 な体験 を思 う存 分エ ンジ ョイ して みて

はいかがで しょうか 1

ン
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